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miramosと勤怠管理ソフトとの連携
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Point1. miramosで作成した予定シフトを勤怠ソフトに取り込ませることが出来る
Point2. 勤怠ソフトの勤務実績を取込み、実績から要件チェックや勤務形態一覧を作成出来る



職員マスタ

各職員に対して「勤怠連携用職員CD」、「勤怠連携用職員CD1～4」の計5つの文字列を

入力制約なしに紐づけることが可能。
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miramosにおける勤怠ソフト連携用の設定
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勤務時間帯マスタ

各勤務時間帯に対して「勤怠連携用CD」、「勤怠連携用CD1～4」の計5つの文字列を

入力制約なしに紐づけることが可能。



CSV入力/出力設定

miramosからシフトをcsvにエクスポートする際。もしくは、勤怠ソフトからのcsvをmiramos

にインポートする際の項目とカラム名を任意に設定可能
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miramosにおける勤怠ソフト連携用の設定
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MFクラウド勤怠→miramos

事前準備
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MFクラウド勤怠→miramos

事前準備(職員)
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事前準備(従業員) 1/2
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1. 従業員番号の確認(MFクラウド勤怠) 従業員データのエクスポート方法を参照
1. MFクラウド勤怠にアクセスします
2. 「全権管理者メニュー」＞「連携」＞「エクスポート」画面で「CSVファイル」の「従業員データ」にある
「エクスポート」をクリックします

miramosの職員とMFクラウド勤怠の従業員を一意に紐づける必要があります

山田 太郎

miramos

山田太郎

MFクラウド勤怠

=

https://biz.moneyforward.com/support/attendance/guide/link/export03.html


事前準備(従業員) 1/2
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1. 従業員番号の確認(MFクラウド勤怠) 従業員データのエクスポート方法を参照
3. 「ログイン許可」「退職した従業員を含める」「入社していない従業員を含める」をそれぞれ指定し、「エ
クスポート」をクリックします

4. 「・エクスポート処理に成功しました。」と表示されたら、「ファイル形式」を選択して「ダウンロード」
をクリックします

5. ダウンロードされたファイルから従業員番号を確認します

https://biz.moneyforward.com/support/attendance/guide/link/export03.html


事前準備(従業員) 2/2
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2. 従業員番号の登録(miramos)
1. miramosのシフト管理にアクセスします
2. 職員管理＞職員のページを開きます
3. 「CSVエクスポート」ボタンをクリックします

4. ダウンロードされたファイルの「勤怠連携用職員CD」に前スライドで出力したファイルからクラウド勤怠の
「従業員番号」を入力し、保存します



事前準備(従業員) 2/2
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2. 従業員番号の登録(miramos)
5. miramosのシフト管理にアクセス
6. 職員管理＞職員のページを開きます
7. 「CSVインポート」ボタンをクリックします

8. 手順4で保存したファイルを選択します
9. 「CSVインポートが完了しました」と表示されれば完了です



MFクラウド勤怠→miramos

事前準備
(勤務時間帯)
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事前準備(勤務時間帯) 1/2
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1. 勤務パターンの確認(MFクラウド勤怠)
1. MFクラウド勤怠にアクセスします
2. 勤怠ルールからシフト制にアクセスします

miramosの勤務時間帯とMFクラウド勤怠の勤務パターンを一意に紐づける必要があります

「勤務パターン」の適用方法 | マネーフォワード クラウド勤怠サポート

夜A

夜B

miramos

夜勤

MFクラウド勤怠

=

https://biz.moneyforward.com/support/attendance/guide/employment_rules2/employment_rules04.html


事前準備(勤務時間帯) 2/2
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2. 勤務パターンの登録(miramos)
1. miramosのシフト管理にアクセス
2. シフト設定＞施設情報＞勤務時間帯タブのページを開きます
3. 各勤務時間帯の「勤怠連携用CD」に勤務日/有休であれば「平日」、公休であれば「所定休日」を入力します
4. 各勤務時間帯の「勤怠連携用CD1」にMFクラウド勤怠で確認した「勤務パターン」を入力します
※有休/公休の場合は空白のままにしてください

5. 「登録」ボタンをクリックします



miramos

事前準備
(CSV入力/出力設定)
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csv入力/出力設定(miramos)
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1. miramosのシフト管理にアクセス
2. シフト設定＞施設情報(応用)＞csv入力/出力設定タブのページを開きます

3. 「EXCELインポート」をクリックし、 を選択します

4. 「CSVインポートが完了しました」と表示されれば完了です

CSV連携設定_MF

クラウド勤怠



miramos→MFクラウド勤怠

シフト連携
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シフト連携手順
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1. miramosからシフトのエクスポート
1. miramosにアクセス
2. 予定シフト管理＞連携するシフトを選択＞「ダウンロード」をクリックします

3. 「ファイル内容：勤怠連携用(汎用版)」、「ファイル形式：CSV」を選択し、「ダウンロード」クリックしま
す



シフト連携手順
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2. MFクラウド勤怠にアクセスしmiramosからダウンロードしたファイルをインポートします
※CSVファイルによるシフトデータの一括更新の方法を参照

https://biz.moneyforward.com/support/attendance/guide/shift_management2/shift_management03.html


MFクラウド勤怠→ miramos

勤務実績連携
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勤務実績連携
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1. MFクラウド勤怠にアクセスし出勤簿データをエクスポート
※出勤簿（CSV）データのエクスポートについて
1. クラウド勤怠へログインします
2. 「全権管理者メニュー」にカーソルをあわせ、「連携」を選択します
3. 左メニューの「エクスポート」をクリックします
4. 「CSVファイル＞出勤簿データ」の右にある「エクスポート」をクリックします

https://biz.moneyforward.com/support/attendance/guide/link/export02.html


勤務実績連携
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1. MFクラウド勤怠にアクセスし出勤簿データをエクスポート
※出勤簿（CSV）データのエクスポートについて
5. 「エクスポート対象年月」や「勤怠締め日の指定」など出力する条件を選択します
6. 「エクスポート」をクリックします
7. 画面上部に「レポートを作成中です。しばらくお待ちください」というメッセージが表示されたこ
とを確認します。

8. 文字コードを選択し、「ダウンロード」をクリックします。

・エクスポート対象年月：
対象の年月を選択してください
・勤怠締め日の設定：月末
・時間フォーマット：
時刻（1時間30分を01:30と表示）
・実打刻を含める：含めない
・実質労働時間を含める：含めない

https://biz.moneyforward.com/support/attendance/guide/link/export02.html


2. miramosに勤怠実績をインポート
1. miramosにアクセス
2. サイドメニューから実績加減算チェックに遷移。
3. 「＋新規実績加減算チェック作成」ボタンをクリック

勤務実績連携
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2. miramosに勤怠実績をインポート
4. 対象年月を選択し、先ほど作成したCSVファイルを選択します
5. 「作成」ボタンをクリックします
6. 「実績加減算チェック編集」画面が表示されれば完了です

勤務実績連携
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APPENDIX
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miramos

職員情報一括更新
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職員情報一括更新(miramos)
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• 職員情報一括更新
1. 職員管理＞職員をクリック
2. [CSVエクスポート] をクリック

miramosに登録されている職員の情報をcsvを使って一括で更新することができます



職員情報一括更新(miramos)
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• 職員情報一括更新
3. ダウンロードされたcsvファイルの「勤怠連携用職員CD」に値を入力

4. [CSVインポート] をクリック

miramosに登録されている職員の情報をcsvを使って一括で更新することができます



miramos

勤務時間帯一括更新
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勤務時間帯一括更新(miramos)
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• 勤務時間帯一括更新
1. シフト管理＞施設情報＞勤務時間帯タブをクリック
2. [CSVエクスポート] をクリック

miramosに登録されている勤務時間帯をcsvを使って一括で更新することができます



勤務時間帯一括更新(miramos)
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• 勤務時間帯一括更新
3. ダウンロードされたcsvファイルの「勤怠ソフト連携用1」、 「勤怠ソフト連携用2」に値を入力

4. [CSVインポート] をクリックし、3のファイルをインポート

miramosに登録されている勤務時間帯をcsvを使って一括で更新することができます
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